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この通信は2019年7月～12月に会員更新を迎えられる方および、新規ご入会の方にお送りしております。
6ヶ月に1回の発行のため、記事中の催事等の期日に前後が生じている場合があります。なにとぞご了承
のほどお願い申し上げます。

発行月次についてご了承のお願い
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捜索・救助費用（以下、費用と略）の補てんされる主な費目について
遭難者を捜索し、遭難地点から登山口や最寄りの医療機関、警察署等へ収容するまでにかかった費用の実費を補てん対象とし
ています。
主な費目としては、
１． 民間の救助組織（第１次捜索で警察とともに出動する地元山岳遭難対策協議会救助隊、第２次以降の山岳ガイド・民間
救助組織等）の救助隊員の日当。季節・地域・危険度により変わりますが概ね１日２万円～３万円程度×捜索日数。

２．これら隊員の交通費（公共交通機関・車両・燃料・駐車場・高速料金・ロープウエー）、保険料、食費、宿泊費等
３．捜索に使った器具・シュラフ・シート・ロープなどの消耗品代
４．民間のヘリコプター代、ドローン捜索費
救助組織によっては上記費用の１０％程度の組織事務経費も請求するようです。
その他、親族などの現場駆けつけ費用、関係機関への謝礼費用、遺体搬送費用もｊＲＯの補てん対象費目です。

そもそも事後分担金って何？
1年間実際にお支払いした金額を当該年度の会員皆さまで割った金額となります。そのため年度毎の変動があり、理論上は上
限はありません。ですが、発足以来の会員数の伸長に対し事故数は必ずしも比例しての増加はしておりません。事後分担金の
ご負担はむしろ減少しております。近年は500円前後を推移しています。

年末調整の対象？

jROは保険ではないため対象外です。

ホームページ上や規約などでは分かりづらいQ&Aを記載いたしましたのでご参照ください。

4月1日より捜索救助費用の補てん金額を550万円に増額させていただきます。

　日頃ｊＲＯへの格別のご理解とご支援篤くお礼申し上げます。
　2009年に新しい山岳遭難対策制度™としてスタートし12年目に入ります。
　会員数も当初の7,500名から本年半ばでは85,000名を見込み、都岳連共済時代の加盟団体員限定から全国すべての登山者、
バックカントリースキーヤー・スノーボーダーと幅広い会員のみなさまを擁しています。
　一方、会員数の増加とともに遭難件数も増加傾向にあり、お支払いする捜索救助費用も増えております。しかし、会員伸長率
に比して遭難事故数伸長率は低いので、会員のみなさまの事後分担金は当初の800円から近年は300円へと低減しております。
　さて、最近の山岳遭難の様態を通観いたしますと、行方不明遭難が増加していることが憂慮されます。この捜索救助活動は長
期化・大規模化の傾向にあり、当然、捜索救助費用も高額化しております。
　ｊＲＯではこれに対応し、万一、行方不明遭難に遭遇されてしまった会員・家族の方のダメージ軽減のために、捜索救助費用
の補てん金額を上限330万円から550万円に変更させていただきます。
　過去の行方不明遭難の捜索救助費はこれまでの上限額330万円を大きく超える現況を鑑みての変更です。ただし行方不明遭難
の発生件数は極めて少ないので、事後分担金総額の増加は限定的と推定しております（過去の発生率からの推定上昇額31～80円）。

関係者駆けつけ費用も10万円から30万円へ。

　あわせて、関係者駆けつけ費用のこれまで上限10万円を30万円に変更いたします。
　山麓で捜索救助活動を見守りたいご家族・関係者へのサポートの一環です。
　これによっても事後分担金は上昇することが予想されます（過去の発生率からの推定上昇額3～7円）。
　いずれも会員のみなさまにはご負担が増すかと思われますが、ｊＲＯ会員制度の趣旨をご理解いただきご了承くださいますよう
お願い申し上げます。
　それぞれの補てん金額の適用は2019年4月1日以降に発生する山岳遭難です。
　これらの変更に伴うｊＲＯ会員関係規約も4月1日に改正させて頂きます。
　以上につきましては、会員更新案内の文書に同封して詳細（過去のお支払い事例実数等も含め事後分担金増額推定根拠）をご
案内しております。あわせてのご参照をお願いいたします。

捜索救助活動の支援・サポート体制も整備充実いたします。

　加えて、遭難に遭遇した会員とそのご家族へのコンサルティングやご相談などの支援体制を強化いたします。
　これは、山岳会や大学山岳部等に属さない個人の登山者の増加、また山岳会（ネット山岳会も含む）でも自力による捜索救助
活動が行えない現状を鑑みて、より積極的なサポートを行おうとするためです。
　さらに、全国の捜索救助組織のみなさまとの連携を密にして情報や技術の交流、捜索依頼を行えるようネットワークの形成を期
します。
　これらを通じて、山岳遭難の減少と、万一遭遇した場合のダメージ軽減を図っていきます。今後とも、ｊＲＯへのご理解とご支
援をお願い申し上げます。
　みなさまの楽しく安全な山行をお祈り申し上げます。
　もちろん登山届の提出と、ご家族へｊＲＯ会員であることをお伝えになることもお忘れなくお願いいたします。

プロアドベンチャー
田中陽希さんの
「日本３百名山ひと筆書き～Great Traverse～」
応援しています!!

ホームページでは、ゴールまで陽希さんの日記から毎月１回ピックアップして情報をお届け中。メルマガからもアクセスできます。

事務センターからのお知らせ 今回お送りした更新案内をご確認いただき、口座残高・クレジットカードのご確認等をよろしくお願いいたします。
登録頂いている口座・クレジットカードの変更については「会員更新事前案内」のP.2下部をご参照ください。



施設に掲示されるプレートjROカード

　jROは（公社）東京都山岳連盟の賛助会員になったことで、都岳連会員と同
等の各種特典の利用が可能です。

jRO会員カードをご提示ください。

〔  j ROの事業  〕

　jROは国内唯一の「山岳遭難対策制度™」として総合的な山岳遭難予防、万一遭難した場合のダメージ軽減、早期の社
会復帰を図る制度です。次の3項目を主たる事業内容としております。

 捜索・救助費用を550万円
までお支払い（補てん金）

 遭難防止のための講習会、
講演会、コンサル

 救助隊派遣の斡旋、
用具の貸出

〔  講演会と講習会  〕

　講演会は「jRO会員講演会」として年2回開催、jRO創設以来、通算27回を数えます。講習会は、「自救力アップ講習会」
として全国各地において順次開催、これまで76回開催いたしました。また、机上講習だけでなく実地講習もいろいろ企画
中です。開催スケジュールは、メルマガ・ホームページでお知らせいたします。メルマガの閲読申込はホームページからお願
いいたします。
※メールアドレスを変更される場合は、過去のメルマガの末尾に記載されております「メールアドレス変更」からお手続きをお願いいたします。

講演会風景 山岳イベント出展風景 自救力アップ講習会

登山仲間とのコミュニケー
ションから、「おはよう」「あ
りがとう」などの常用スタン
プまで、全部で32個入り。
第２弾も発売中！

日本山岳救助機構合同会社（jRO）の LINE のアカウントを開設中。
jRO公式LINEアカウントを友だちに追加すると、
イベント情報や講習会のお知らせなどが、
LINE のタイムラインやメッセージで届きます。

マスコットキャラクターのコジローくんが
LINE スタンプに登場！

LINE STORE

ニケーニケー
「あ「あ

用スタン
。。

LINE ID 「@sangakujro」で検索して
友達に追加してください。

こちらのQRコードからも友だち追加が可能です！

〔  山小屋・旅館等宿泊提携施設のご案内  〕

SANGAKU TARO

※ご購入方法はjROホームページまたは「エマグリーフレット」にてご確認ください。

〔  エマグストレージ  〕

　山岳遭難の予防と万一遭遇した際のダメージ軽減を願って、自救力アップをサポートするエマージェンシーグッズのご紹介
と取り扱いをしています。今後も商品を増やし、ラインナップの充実を図っていきます。

ATG マキシフレックス
アルティメイト 手袋

エムパワード ラックスプロ
LEDソーラーランタン

通気性を追及して企画・開発され、
優れた快適性と耐久性を併せもった
ドライ環境向けの作業用手袋。
登山での手指の保護をしながら、細
かい作業が行える。洗濯可能で柔ら
かくフィットする。

従来のエムパワードの特長に加えて、2
ウェイUSBポートによるUSB充電対応
と本体内蔵のバッテリーから携帯電話へ
の充電 (モバイルチャージャー機能 )が
可能。最大 50時間の長時間点灯。135
ルーメンのウルトラブライト強点灯モード

NEWNEW

by
このたびjROは、JTBベネフィットと提携し、
おトクな優待プログラム
『jRO byえらべる倶楽部』を開始いたしました。

日本全国の入浴施設やレジャー施設など、6,000ヵ所以上の施設を、二親等以内のご親族様まで優待特典が受けられます。

例えば、こんな施設がおトクに!!

日本全国の次のような施設でご利用いただけます

詳しいご利用方法はｊＲＯホームページまたは更新時に送付される会員証等に同封されている
パンフレットチラシ（注）をご覧ください。
（注） パンフレットチラシに、ＪＴＢベネフィットの会員証シールが添付されています。 

２０１８年９月以前にご入会の方は、こちらをｊＲＯの赤い会員証に貼ってご利用ください。
※ 記載内容は、２０１９年３月現在の情報です。ご利用時点でサービス内容が変更になってい
る場合もございます。詳しくは、ｊＲＯ by えらべる倶楽部　会員専用サイトをご覧ください。

スポーツ
約 3,000 件

アウトドア
約 140 件

国内旅行
約 600 件

日帰り温泉
約 900 件

フェリー
約 20 件

レジャー/ 観光施設
約 1,500 件

jRObyえらべる倶楽部の
ログインはこちら

会員証シール見本

※エマージェンシーグッズ＝緊急用具

１ ２ ３ ※最新の提携施設名および優待の詳細はjROホームページにてご確認ください。


